
(57)【要約】

【課題】　紫外線殺菌灯から離れた部分や、紫外線光の

陰となる部分でも殺菌効果を高めることができる紫外線

殺菌キャビネットを提供する。

【解決手段】　収納庫３内に設けられた搭載物を搭載す

る回転棚４と、この回転棚４を回転させる駆動部１３と

、回転棚４の周囲に設けられた紫外線ランプ５と、この

紫外線ランプ５からの紫外線照射が回転棚４の中心に集

まるように設けられた反射板６と、前記収納庫３内に温

風を送風する温風発生器８と、前記紫外線ランプ５を所

定時間点灯する制御回路１０とを具備する。

　また、収納庫３内に収納物を出し入れするために設け

られた扉２の開閉を検知する扉センサー１２を設け、こ

の扉センサー１２が閉を検知したとき紫外線ランプ５を

所定時間点灯する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
収 納 庫 （ ３ ） 内 に 設 け ら れ た 搭 載 物 を 搭 載 す る 回 転 棚 （ ４ ） と 、 こ の 回 転 棚 （ ４ ） を 回 転
さ せ る 駆 動 部 （ １ ３ ） と 、 回 転 棚 （ ４ ） の 周 囲 に 設 け ら れ た 紫 外 線 ラ ン プ （ ５ ） と 、 こ の
紫 外 線 ラ ン プ （ ５ ） か ら の 照 射 が 回 転 棚 （ ４ ） の 中 心 に 集 ま る よ う に 設 け ら れ た 反 射 板 （
６ ） と 、 前 記 収 納 庫 （ ３ ） 内 に 温 風 を 送 風 す る 温 風 発 生 器 （ ８ ） と 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ （
５ ） を 所 定 時 間 点 灯 す る 制 御 回 路 （ １ ０ ） と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 紫 外 線 殺 菌 キ ャ
ビ ネ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
収 納 庫 （ ３ ） 内 に 収 納 物 を 出 し 入 れ す る た め に 設 け ら れ た 扉 （ ２ ） の 開 閉 を 検 知 す る 扉 セ
ン サ ー （ １ ２ ） を 設 け 、 こ の 扉 セ ン サ ー （ １ ２ ） が 閉 を 検 知 し た と き 紫 外 線 ラ ン プ （ ５ ）
を 所 定 時 間 点 灯 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 紫 外 線 殺 菌 キ ャ ビ ネ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
駆 動 部 （ １ ３ ） を オ ン ・ オ フ す る 回 転 ス イ ッ チ （ １ １ ） を 設 け 、 こ の 回 転 ス イ ッ チ （ １ １
） を 操 作 し て 回 転 棚 （ ４ ） を 回 転 さ せ 、 搭 載 物 を 回 転 棚 （ ４ ） の 奥 ま で 搭 載 可 能 と し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 記 載 の 紫 外 線 殺 菌 キ ャ ビ ネ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 家 庭 用 及 び 業 務 用 の 紫 外 線 殺 菌 灯 付 き キ ャ ビ ネ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 家 庭 の 台 所 で 使 用 さ れ る 調 理 器 具 に 付 着 す る 細 菌 は 、 使 用 環 境 に よ り 異 な る が 一 般
的 に は １ ｃ ｍ ２ 当 た り に 約 １ ０ 万 個 も い る と 言 わ れ て い る 。 又 、 こ れ ら の 細 菌 の 増 殖 率 は
極 め て 高 く 、 そ れ が 食 中 毒 の 大 き な 原 因 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 調 理 器 具 の 除 菌 ・ 殺 菌 は 水 や 、 お 湯 等 の 洗 浄 で 行 わ れ て い る の が 普 通 で あ る が 、
そ の 程 度 で は 付 着 し た 細 菌 の 約 １ ０ ０ ０ 分 の １ 程 度 を 除 菌 で き る に 過 ぎ な い の が 現 状 で あ
る 。 又 、 日 光 消 毒 の 方 法 は 長 時 間 の 照 射 が 必 要 と な り 実 用 に は 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の 為 、 最 近 で は 紫 外 線 の 殺 菌 効 果 を 利 用 し た 調 理 器 具 の 殺 菌 装 置 が 種 々 提 案 さ れ て い
る が 大 掛 か り な も の が 多 く 、 小 規 模 の 調 理 場 や 一 般 家 庭 で の 使 用 に は 不 向 き と な っ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 又 、 医 師 が 手 術 に 使 用 す る メ ス 、 ピ ン セ ッ ト 、 等 の 治 療 器 具 は 色 々 な 細 菌 、 雑 菌 、 カ ビ
等 が 付 着 し 繁 殖 し 易 い も の で あ り 、 こ れ ら の 治 療 器 具 は 、 使 用 後 に 水 洗 い し て 、 熱 湯 消 毒
や 蒸 気 減 菌 等 に よ り 殺 菌 を 行 っ て か ら 紫 外 線 殺 菌 灯 付 き キ ャ ビ ネ ッ ト 内 で 紫 外 線 光 に よ り
殺 菌 し 保 管 を し て い る 。 さ ら に 、 最 近 で は 抗 菌 剤 を 含 む 樹 脂 が 塗 布 さ れ た ス テ ン レ ス 鋼 や
、 抗 菌 剤 が メ ッ キ さ れ た ス テ ン レ ス 鋼 、 抗 菌 性 の 高 め ら れ た Ｃ ｕ 含 有 ス テ ン レ ス 鋼 を キ ャ
ビ ネ ッ ト に 使 用 し 、 抗 菌 性 を 高 め た キ ャ ビ ネ ッ ト を 使 用 し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ７ ６ ２ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の 従 来 技 術 に お い て 、 紫 外 線 殺 菌 灯 付 き キ ャ ビ ネ ッ ト 内 で 紫 外 線 光
に よ る 殺 菌 は 紫 外 線 光 が 照 射 さ れ な い 陰 と な る 部 分 ま で は 殺 菌 が 完 全 に 行 わ れ に く い と 言
う 問 題 が 有 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 ま た 、 抗 菌 剤 を 含 む 樹 脂 が 塗 布 さ れ た ス テ ン レ ス 鋼 や 、 抗 菌 剤 で メ ッ キ さ れ た ス テ ン レ
ス 鋼 、 抗 菌 性 の 高 め ら れ た Ｃ ｕ 含 有 ス テ ン レ ス 鋼 を キ ャ ビ ネ ッ ト に 使 用 し た も の は 単 に 抗
菌 性 を 高 め た の み で 雑 菌 の 繁 殖 を 押 さ え よ う と す る も の に 過 ぎ な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 紫 外 線 殺 菌 灯 か ら 離 れ た 部 分 は 照 射 量 も 極 端 に 少 な く な り 、 充 分 な 殺 菌 が 行 わ れ
に く い と 言 う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 菌 の 抵 抗 力 は 湿 度 が 高 い ほ ど 抵 抗 力 が 強 く な り 、 殺 菌 を 行 う た め に は 紫 外 線 の
照 射 量 が 多 く 必 要 と な る の で 、 湿 度 の 高 い 所 で は 紫 外 線 の 殺 菌 効 果 が 薄 れ る と い っ た 問 題
点 が 有 る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 請 求 項 １ で は 収 納 庫 内 に 設
け ら れ た 搭 載 物 を 搭 載 す る 回 転 棚 と 、 こ の 回 転 棚 を 回 転 さ せ る 駆 動 部 と 、 回 転 棚 の 周 囲 に
設 け ら れ た 紫 外 線 ラ ン プ と 、 こ の 紫 外 線 ラ ン プ か ら の 照 射 が 回 転 棚 の 中 心 に 集 ま る よ う に
設 け ら れ た 反 射 板 と 、 前 記 収 納 庫 内 に 温 風 を 送 風 す る 温 風 発 生 器 と 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ を
所 定 時 間 点 灯 す る 制 御 回 路 と を 具 備 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ で は 収 納 庫 内 に 収 納 物 を 出 し 入 れ す る た め に 設 け ら れ た 扉 の 開 閉 を 検 知
す る 扉 セ ン サ ー を 設 け 、 こ の 扉 セ ン サ ー が 閉 を 検 知 し た と き 紫 外 線 ラ ン プ を 所 定 時 間 点 灯
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ で は 回 転 棚 の 回 転 を オ ン ・ オ フ す る 回 転 ス イ ッ チ を 設 け 、 こ の 回 転 ス イ
ッ チ を 操 作 し て 回 転 棚 を 回 転 さ せ 、 搭 載 物 を 回 転 棚 の 奥 ま で 搭 載 可 能 と し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 紫 外 線 殺 菌 キ ャ ビ ネ ッ ト は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 紫 外 線 ラ ン プ
の 光 が 直 射 さ れ な い 対 象 物 の 部 分 で も 、 自 動 的 に 回 転 棚 を 回 転 す る こ と で 搭 載 物 は 方 向 を
３ ６ ０ 度 回 転 し な が ら 紫 外 線 ラ ン プ に 近 づ い た り 遠 の い た り す る た め 万 遍 な く 紫 外 線 が 照
射 さ れ る こ と に な り 、 ま た 、 紫 外 線 ラ ン プ か ら 離 れ た 部 分 は 紫 外 線 の 照 射 量 も 極 端 に 少 な
く な る が 、 回 転 棚 が １ ８ ０ 度 回 転 す る と 距 離 が 紫 外 線 ラ ン プ に 最 も 近 づ く の で 、 十 分 な 殺
菌 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 紫 外 線 ラ ン プ の 搭 載 物 に 直 射 さ れ な い 紫 外 線 は 、 収 納 庫 の 壁 面 に 設 け ら れ た 反 射
板 に よ り 、 常 に 紫 外 線 が 回 転 棚 の 中 心 に 集 ま る よ う に 反 射 し て 搭 載 物 に 集 中 し て 照 射 さ れ
る た め 、 紫 外 線 ラ ン プ か ら の 照 射 効 率 が 非 常 に 高 い た め 、 短 時 間 で 殺 菌 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 温 風 発 生 器 を 設 け 、 温 風 温 度 を 菌 が 死 滅 す る ７ ０ ℃ 前 後 に 加 熱 し 、 収 納 庫 内 を 隅
々 ま で 循 環 さ せ る こ と に よ り 、 搭 載 物 内 部 の 熱 に 弱 い ほ と ん ど の 雑 菌 を 死 滅 さ せ る こ と が
出 来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 温 風 発 生 器 に よ る 乾 燥 し た 空 気 を 搭 載 物 に 当 て る こ と で 菌 の 繁 殖 力 を 無 く し 、
更 に 、 紫 外 線 に よ る 殺 菌 を 行 う こ と に よ り 殺 菌 効 果 が 高 い も の と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 １ 、 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 を
示 す 紫 外 線 殺 菌 キ ャ ビ ネ ッ ト の 外 観 図 、 図 ２ は 同 じ く 紫 外 線 キ ャ ビ ネ ッ ト の 外 観 図 、 図 ３
は 同 じ く 回 転 棚 を 一 段 に 設 置 し た 場 合 の 外 観 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 図 に お い て 、 １ は 紫 外 線 殺 菌 キ ャ ビ ネ ッ ト の 本 体 で 、 円 柱 状 の 形 状 を し て い る 。 ２ は 扉
で 、 本 体 １ の 前 面 に 設 け ら れ 、 収 納 物 を 出 し 入 れ す る た め に 両 開 き （ 又 は 片 開 き ） し 、 円
柱 状 の 本 体 １ の 円 周 に 沿 っ て 回 転 す る 扉 ２ で あ る 。 ３ は 収 納 庫 で 、 本 体 １ の 内 部 に 設 け ら
れ 殺 菌 す る 対 象 物 で あ る 収 納 物 が 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ４ は 回 転 棚 で 、 収 納 庫 ３ 内 に 設 け ら れ 円 形 の 形 状 を し て い て 、 こ こ に 収 納 物 を 搭 載 し 、
中 心 軸 （ 図 示 せ ず ） を 中 心 に 回 転 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 図 １ は こ の 回 転 棚
４ が 上 下 ２ 段 備 え ら れ て い る が 、 図 ３ に 示 す よ う に １ 段 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ５ は 殺 菌 灯 で あ る 紫 外 線 ラ ン プ で 、 収 納 庫 ３ 内 の 壁 面 の 回 転 棚 ４ の 周 囲 に 縦 方 向 に ３ 個
適 当 な 間 隔 を 開 け て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ６ は 反 射 板 で 、 表 面 を 磨 い た ス テ ン レ ス 材 で 構 成 さ れ 、 夫 々 の 紫 外 線 ラ ン プ ５ の 近 傍 に
設 け ら れ 、 紫 外 線 ラ ン プ ５ か ら 照 射 さ れ る 紫 外 線 の 搭 載 物 に 直 射 さ れ な い 紫 外 線 が 反 射 さ
れ 回 転 棚 ４ の 中 心 に 集 ま る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ７ は 温 風 吹 き 出 し 口 で 、 収 納 庫 ３ の 下 部 に 開 口 し て い て 、 こ こ か ら 収 納 庫 ３ 内 に 温 風 が
吹 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ８ は 温 風 発 生 器 で 、 ヒ ー タ （ 図 示 せ ず ） と 送 風 フ ァ ン （ 図 示 せ ず ） で 構 成 さ れ 温 風 吹 き
出 し 口 ７ か ら 温 風 を 収 納 庫 ３ 内 に 吹 き 出 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ９ は サ ー ミ ス タ で 、 温 風 吹 き 出 し 口 ７ の 開 口 部 に 設 け て あ り 温 風 温 度 を 検 知 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ は 制 御 回 路 で 、 本 体 １ の 下 部 に 設 け ら れ 、 サ ー ミ ス タ ９ の 信 号 に よ り 所 定 の 温 風 温
度 と な る よ う に 温 風 発 生 器 ８ を 制 御 し た り 、 紫 外 線 ラ ン プ ５ を 所 定 時 間 点 灯 す る よ う に 制
御 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ １ は 回 転 ス イ ッ チ で 、 搭 載 物 を 出 し 入 れ す る 扉 ２ が 開 い て い る 場 合 に こ の 回 転 ス イ ッ
チ １ １ を オ ン す る こ と で 、 回 転 棚 ４ を 自 由 に 回 転 す る 事 が で き 、 回 転 棚 ４ の 奥 に あ る 搭 載
物 を 回 転 さ せ て 手 前 ま で 移 動 さ せ 取 出 し 易 く し た り 、 搭 載 物 を 回 転 棚 ４ の 奥 の 方 ま で 入 れ
や す く す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ ２ は 扉 セ ン サ ー で 、 搭 載 物 を 出 し 入 れ す る 両 開 き (又 は 片 開 き )の 扉 ２ が 締 ま っ て い る
か 開 い て い る か を 検 知 す る も の で 、 こ の 扉 セ ン サ ー １ ２ が 閉 を 検 知 し た と き 紫 外 線 ラ ン プ
５ を 所 定 時 間 点 灯 す る よ う に 制 御 回 路 １ ０ で 制 御 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ３ は 駆 動 部 で 、 回 転 棚 ４ を 中 心 軸 （ 図 示 せ ず ） を 中 心 に 適 当 な 速 度 で 回 転 さ せ る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 以 上 の 構 成 に よ る 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 体 １ の 前 面 側 に あ る 扉 ２ を 開 け 、 回 転 ス イ ッ チ １ １ を 操 作 し て 回 転 棚 ４ を 回 転 さ せ 、
殺 菌 し た い 搭 載 物 を 回 転 棚 ４ の 奥 ま で 搭 載 し た 後 、 扉 ２ を 閉 め る と 扉 セ ン サ ー １ ２ が 検 知
し 、 制 御 回 路 １ ０ に よ り 紫 外 線 ラ ン プ ５ と 温 風 発 生 器 ８ と 、 回 転 棚 ４ の 駆 動 部 １ ３ が 通 電
さ れ 、 紫 外 線 と 温 風 に よ り 搭 載 物 が 殺 菌 す る 殺 菌 運 転 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 時 、 収 納 庫 ３ の 温 度 は 温 風 吹 き 出 し 口 ７ に 設 置 さ れ た サ ー ミ ス タ ９ に よ り 検 知 さ れ
、 菌 が 死 滅 す る ７ ０ ℃ 前 後 の 温 度 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 紫 外 線 ラ ン プ ５ か ら 照 射 さ れ る 紫 外 線 は 回 転 棚 ４ 上 の 搭 載 物 を 照 射 す る が 、 回 転 棚 ４ の
回 転 に よ り 、 搭 載 物 は 方 向 を ３ ６ ０ 度 回 転 し な が ら 夫 々 の 紫 外 線 ラ ン プ ５ に 近 づ い た り 遠
の い た り し て 万 遍 な く 紫 外 線 が 照 射 さ れ る 。 ま た 、 搭 載 物 に 直 射 さ れ な い 紫 外 線 は 紫 外 線
ラ ン プ ５ の 近 傍 に 設 け ら れ 反 射 板 ６ で 反 射 さ れ 、 こ の 紫 外 線 が 回 転 棚 ４ の 中 心 に 集 ま る よ
う に 照 射 さ れ る 為 、 紫 外 線 ラ ン プ ５ か ら の 照 射 効 率 が 非 常 に 高 い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 所 定 時 間 経 過 す る と 自 動 的 に 制 御 回 路 １ ０ に よ り 殺 菌 運 転 を 停 止 す る よ う に コ
ン ト ロ ー ル し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 紫 外 線 ラ ン プ ５ の 光 が 直 射 さ れ な い 対 象 物 の 部 分 で も 、 自 動 的 に 回 転 棚 ４
を 回 転 す る こ と で 搭 載 物 は 方 向 を ３ ６ ０ 度 回 転 し な が ら 紫 外 線 ラ ン プ ５ に 近 づ い た り 遠 の
い た り す る た め 万 遍 な く 紫 外 線 が 照 射 さ れ る こ と に な り 、 ま た 、 紫 外 線 ラ ン プ ５ か ら 離 れ
た 部 分 は 紫 外 線 の 照 射 量 も 極 端 に 少 な く な る が 、 回 転 棚 ４ が １ ８ ０ 度 回 転 す る と 距 離 が 紫
外 線 ラ ン プ ５ に 最 も 近 づ く の で 、 十 分 な 殺 菌 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 紫 外 線 ラ ン プ ５ の 搭 載 物 に 直 射 さ れ な い 紫 外 線 は 、 収 納 庫 ３ の 壁 面 に 設 け ら れ た
反 射 板 ６ に よ り 、 常 に 紫 外 線 が 回 転 棚 ４ の 中 心 に 集 ま る よ う に 反 射 し て 搭 載 物 に 集 中 し て
照 射 さ れ る た め 、 紫 外 線 ラ ン プ ５ か ら の 照 射 効 率 が 非 常 に 高 い た め 、 短 時 間 で 殺 菌 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 温 風 発 生 器 ８ を 設 け 、 温 風 温 度 を 菌 が 死 滅 す る ７ ０ ℃ 前 後 に 加 熱 し 、 収 納 庫 ３ 内
を 隅 々 ま で 循 環 さ せ る こ と に よ り 、 搭 載 物 内 部 の 熱 に 弱 い ほ と ん ど の 雑 菌 を 死 滅 さ せ る こ
と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 温 風 発 生 器 ８ に よ る 乾 燥 し た 空 気 を 搭 載 物 に 当 て る こ と で 菌 の 繁 殖 力 を 無 く し
、 更 に 、 紫 外 線 に よ る 殺 菌 を 行 う こ と に よ り 殺 菌 効 果 が 高 い も の と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 紫 外 線 殺 菌 キ ャ ビ ネ ッ ト の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 紫 外 線 キ ャ ビ ネ ッ ト の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 回 転 棚 を 一 段 に 設 置 し た 場 合 の 外 観 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 ２ 　 扉
　 　 ３ 　 収 納 庫
　 　 ４ 　 回 転 棚
　 　 ５ 　 紫 外 線 ラ ン プ
　 　 ６ 　 反 射 板
　 　 ８ 　 温 風 発 生 器
　 　 １ ０ 　 制 御 回 路
　 　 １ １ 　 回 転 ス イ ッ チ
　 　 １ ２ 　 扉 セ ン サ ー
　 　 １ ３ 　 駆 動 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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